カール・マルクス著(フリードリヒ・エンゲルス編)

『資本論―政治経済学批判―』(Karl Marx, Das Kapital. Kritik der politischen Oekonomie)

--------------------------『資本論』第一巻(全集第23巻)-------------------------------

第1部   資本の生産過程
第一篇       商品と貨幣
第一章      商品
第一節       商品の二つの要因　使用価値と価値(価値実体、価値量)

第二節       商品に表わされる労働の二重性
第三節       価値形態または交換価値
A 単純な、個別的な、または偶然的な価値形態
  一　価値表現の両極。相対的価値形態と等価形態
　二　相対的価値形態
　　　a 相対的価値形態の内実
　　　b 相対的価値形態の量的規定性
　三　等価形態
　四　単純な価値形態の全体
B 全体的な、または展開された価値形態
　一　展開された相対的価値形態
　二　特殊的等価形態
　三　全体的な、または展開された価値形態の欠陥
C　一般的価値形態
　一　価値形態の変化した性格
　二　相対的価値形態と等価形態の発展関係
　三　一般的価値形態から貨幣形態への移行
D　貨幣形態
第四節       商品の呪物的性格とその秘密
第二章      交換過程
第三章      貨幣または商品流通
第一節       価値の尺度　　（『経済学批判』の「価値尺度」の節）
第二節       流通手段　　　（『経済学批判』の｢流通手段｣の節）　
　　　a 商品の変態      (『経済学批判』の｢商品の変態｣の節)
　　　b 貨幣の流通　　　(『経済学批判』の「貨幣の通流」の節)
　　　c 鋳貨　価値章標
第三節       貨幣
　　　a 貨幣蓄蔵
　　　b 支払手段
　　　c 世界貨幣

第2篇 貨幣の資本への転化

第4章 貨幣の資本への転化　

第1節 資本の一般的定式

第2節 一般的定式の矛盾

第3節 労働力の売買

第3篇 絶対的剰余価値の生産
　　第五章　労働過程と価値増殖過程

第1節 労働過程
第2節 価値増殖過程 

第六章　不変資本と可変資本 

　　第七章　剰余価値率 

第1節 労働力の搾取度

第2節 生産物の比例配分的諸部分での生産物価値の表示 

第3節 シーニアの｢最後の一時間｣

第4節 剰余生産物

　　第八章　労働日

第1節 労働日の限界

第2節 剰余労働への渇望

第3節 搾取の法的制限のないイギリスの諸産業部門

第4節 昼間労働と夜間労働

第5節 標準労働日のための闘争　14世紀半ばから17世紀末までの労働日延長のための強制法

第6節 標準労働日のための闘争　法律による労働時間の強制的制限　1833-1864年のイギリスの工場立法

第7節 標準労働日のための闘争　イギリスの工場立法が諸外国に起こした反応

　　第九章　剰余価値率と剰余価値量

第四篇　相対的剰余価値の生産
第十章　相対的剰余価値の概念
第十一章　協業

第十二章　分業とマニュファクチャー

第十三章　機械と大工業　
第一節    機械の発達
第二節    機械から生産物への価値移転
第三節    機械経営が労働者に及ぼす直接的影響
a. a.   資本による補助労働力の取得　婦人・児童労働
b. b.   労働日の延長
c. c.   労働の強化
第四節    工場
第五節    労働者と機械の闘争
第六節    機械によって駆逐される労働者に関する補償説
第七節    機械経営の発展に伴う労働者の排出と吸引　綿業恐慌
第八節    大工業によるマニュファクチュア、手工業、家内労働の変革
第九節    工場立法(保健・教育条項)　イギリスにおけるその一般化
第10節 大工業と農業

第五篇　絶対的および相対的剰余価値の生産

第十四章　絶対的および相対的剰余価値　

第十五章　労働力の価格と剰余価値の量的変動

第十六章　剰余価値率を表す種々の定式

第六篇　労賃

第17章 労働力の価値または価格の労賃への転化

第18章 時間賃金

第19章 出来高賃金

第20章 労賃の国民的相違

第七篇　資本の蓄積過程

第21章 単純再生産

第22章 剰余価値の資本への転化
第23章 資本主義的蓄積の一般的法則、
第一節　

第二節 　蓄積およびそれに伴う集積の進行途上での可変資本の相対的減少
　　第三節　相対的過剰人口または産業予備軍の累進的生産
　　第四節　

第24章　いわゆる本源的蓄積

第25章　近代殖民理論

 -----------------------『資本論』第二巻(全集第24巻)------------------------------　
第2部 資本の流通過程
第1篇 資本の諸変態とその循環

第一章　貨幣資本の循環
第1節 第一段階　G－W　

第2節 第二段階　生産資本の機能

第3節 第三段階　W’－G’
第4節 総循環

第2章 生産資本の循環　

第1節 単純再生産

第2節 蓄積と拡大された規模での再生産

第3節 貨幣蓄積

第4節 準備金　

第3章 商品資本の循環

第4章 循環過程の三つの図式

第5章 流通期間

第六章　流通費
第1節 純粋な流通費・・・１．売買期間、２．簿記、３．貨幣
第2節 保管費・・・１．在庫形成一般、２．本来の商品在庫

第3節 運輸費

第2篇 資本の回転

第7章 回転期間と回転数

第8章 固定資本と流動資本

第1節 形態上の相違

第2節 固定資本の諸成分・補填・修理・蓄積

第9章 前貸資本の総回転　回転の循環

第10章 固定資本と流動資本に関する諸学説　重農学派とアダム・スミス

第11章 　固定資本と流動資本に関する諸学説　リカード

第12章 　労働期間

第13章 　生産期間

第14章 　流通期間

第15章 　回転期間が資本前貸の大きさに及ぼす影響

第十六章　可変資本の回転

第一節　剰余価値の年率　　

第二節　個別可変資本の回転　

第3節 社会的に見た可変資本の回転

　　　　　第十七章　剰余価値の流通　

　　　　　　　第一節　単純再生産　

　　　　　　　第二節　蓄積と拡大再生産　

第3篇 社会的総資本の再生産と流通　

　　第十八章　緒論　

第1節 研究の対象

第2節 貨幣資本の役割　

第十九章　対象についての従来の諸論述

第3節 重農学派

第4節 アダム・スミス

　　一　スミスの一般的観点

　　二　スミスによる交換価値のv＋mへの分解

　　三　不変資本部分

　　四　アダム・スミスにおける資本と収入　

　　五　要約　

第三節　アダム・スミス以後の人々

　　第二十章　単純再生産

　　　　第一節　問題の提起

　　　　第二節　社会的生産の二つの部門

　　　　第三節　両部門間の転換　　Ⅰ（ｖ+ｍ）対ⅡC 

　　　　第四節　部門Ⅱのなかでの転換　必要生活手段と奢侈手段　

第5節 貨幣流通による諸転換の媒介　

第6節 部門Ⅰの不変資本

第7節 両部門の可変資本と剰余価値　

第8節 両部門の不変資本

第9節 アダム・スミス、シュトルヒ、ラムジへの回顧　

第10節 資本と収入　

第11節 　固定資本の補填　　

　　　一　摩滅価値部分の貨幣形態での補填　

　　　二　固定資本の現物での補填　

　　　三　結論　

第12節 　貨幣材料の再生産　

第13節 　デステュット・ド・トラシの再生産論

　　　　　第二一章　蓄積と拡大再生産　

　　　　　　　第一節　部門Ⅰでの蓄積　

　　　　　　　　　一　貨幣蓄蔵　

二　追加不変資本　

　　　　　　　　　三　追加可変資本　

　　　　　　　第二節　部門Ⅱでの蓄積　

　　　　　　　第三節　蓄積の表式的叙述　

　　　　　　　　　一　第一例　

　　　　　　　　　二　第二例　

　　　　　　　　　三　蓄積が行われる場合のⅡcの転換　

　　　　　　　第四節　補遺

--------------------------『資本論』第三巻(全集第25巻)-------------------------

第三部　資本主義的生産の総過程

第一篇    剰余価値の利潤への転化と剰余価値率の利潤率への転化
第一章　費用価格と利潤
第二章　利潤率、
第三章　利潤率と剰余価値率との関係
第四章　回転が利潤率に及ぼす影響
第五章　不変資本充用上の節約
第六章　価格変動の影響
第七章　補遺
第二篇　利潤の平均利潤への転化
第八章 生産部門の相違による資本構成の相違とそれにもとづく利潤率の相違
第九章　一般利潤率(平均利潤率)の形成と商品価値の生産価格への転化　
第十章　競争による一般利潤率の平均化　市場価格と市場価値　超過利潤
第十一章　労賃の一般的変動が生産価格に及ぼす影響

第十二章　補遺

第1節 生産価格の変動を引き起こす諸原因

第2節 中位構成の商品の生産価格

第3節 資本家の保障理由
第三篇　利潤率の傾向的低下の法則　
第13章 この法則そのもの
第14章 反対に作用する諸原因

第1節 労働の搾取度の増強

第2節 労働力の価値以下への労賃の切り下げ

第3節 不変資本の諸要素の低廉化

第4節 相対的過剰人口

第5節 貿易
第6節 株式資本の増加　
第15章 この法則の内的な諸矛盾の展開　
第1節 概説
第2節 生産の拡大と価値増殖の衝突
第3節 人口の過剰を伴う資本の過剰
第4節 補遺
第四篇　商品資本および貨幣資本の商品取引資本および貨幣取引資本への転化(商人資本)

　　第16章　商品取引資本
　　第17章　商業利潤

　　第18章　商人資本の回転　価格

　　第19章　貨幣取引資本

　　第20章　商人資本に関する歴史的事実
第五篇　利子と企業者利得とへの利潤の分裂　利子生み資本
第21章 利子生み資本
第22章  利潤の分割　利子率　利子率の｢自然的な｣率

第23章  利子と企業者利得

第24章  利子生み資本の形態での資本関係の外面化
第25章  信用と架空資本

第26章 貨幣資本の蓄積　それが利子率に及ぼす影響

第27章 資本主義的生産における信用の役割

第28章  流通手段と資本
第29章 銀行資本の構成部分
第30章 貨幣資本と現実資本(Ⅰ)

第31章 貨幣資本と現実資本(Ⅱ)
第32章 貨幣資本と現実資本(Ⅲ)

第33章 信用制度の下における流通手段
第34章 通貨主義と1844年のイギリスの銀行立法　
第35章 貴金属と為替相場
第36章 資本主義以前

第六篇　超過利潤の地代への転化　

第37章 緒論

第38章 差額地代　総論　

第39章 差額地代の第一形態(差額地代Ⅰ)　

第40章 差額地代の第二形態(差額地代Ⅱ)

第41章 差額地代Ⅱ―第一の場合　生産価格が不変な場合

第42章 差額地代Ⅱ―第二の場合　生産価格が低下する場合

第43章 差額地代Ⅱ―第産の場合　生産価格が上昇する場合　結論

第44章 最劣等地でも生まれる差額地代

第45章 絶対地代

第46章 建築地地代、鉱山地代、土地価格

第47章 資本主義的地代の生成

第七篇　諸収入とそれらの源泉

第48章 三位一体的定式
第49章 生産過程の分析のために

第50章 競争の外観

第51章 分配関係と生産関係

第52章 諸階級

---------------剰余価値学説史(全集第26巻)-------------------　
---------------------------1859 年刊行『経済学批判』(全集第13巻)--------------------

『経済学批判』における章だて
第1部 資本について
第1篇 資本一般
第1章 商品
　　A　商品分析のための史的考察
第2章 貨幣または単純流通

　　一　価値の尺度
　　B　貨幣の度量単位について諸学説
　　二　流通手段
　　　　a 商品の変態
　　　　b 貨幣の通流
　　　　c 鋳貨。価値表章
　　三　貨幣
　　　　a 貨幣蓄蔵
　　　　ｂ支払手段
　　　　ｃ世界貨幣
　　四　貴金属
　　C　流通手段と貨幣についての諸学説
� 邦訳は、基本的には大月書店版(マルクス＝エンゲルス全集刊行委員会訳)を利用している。時には岩波書店版(向坂逸郎訳)も利用している。


� 「以下の研究でしっかり把握しておかなければならないことは、商品の交換から直接に発生する貨幣の諸形態だけを問題にし、生産過程のもっと高い段階に属する貨幣の諸形態、たとえば信用貨幣のようなものは問題にしない、ということである。簡単化のために、どんな場合でも金が貨幣商品であるとしておく。」(『経済学批判』第二章、全集版、48ページ)


    In der folgenden Untersuchung ist festzuhalten, daß es sich nur um die Formen des Geldes handelt, die unmittelbar aus dem Austausch der Waren herauswachsen, nicht aber um seine, einer höhern Stufe des Produktionsprozesses angehörigen Formen, wie z.B. Kreditgeld. Der Vereinfachung wegen ist Gold überall als die Geldware unterstellt.


[Marx: Zur Kritik der politischen ﾖkonomie, S. 67f. Digitale Bibliothek Band 11: Marx/Engels, S. 2964f (vgl. MEW Bd. 13, S. 49)]





　信用貨幣は、信用制度、銀行業の発達とともに発生し、展開する。


　単純な商品交換においては、そうした信用制度・信用貨幣は歴史的にも理論的にも存在しない。





